訴　　　状	Comment by 菰田泰隆: 今回は、紛争解決のために最後には至るであろう訴訟の中でも、ニュースレターで話題に挙がった「少額訴訟」の訴状について説明します。
通常訴訟と共通する箇所も多数あります。

平成●年●月●日
●●簡易裁判所　御中
　原告訴訟代理人弁護士　　　菰　田　　泰　隆
　
〒●●●－●●●●　　　●県●市●区●町●丁目●－●
　　　　　　　　　　原　　　　　告　　　　●　●　　●　●
　　　　　　　　　　　
〒８１２－００１１　福岡県福岡市博多区博多駅前２－２０１　　　　　　　　　　　　大博多ビル８階　　　　（送達場所）	Comment by 菰田泰隆: 民事訴訟１０３条１項は、住所に送達すると定めているので、何も記載しなければ原告の住所に裁判書類が全て届きます。しかし、他の場所で受け取りたい場合には、受け取りたい場所（送達場所）や代わりに受け取る人（送達受取人）をも指定できることになっています（１０４条１項）。
　　　　　　　　　　弁護士法人菰田総合法律事務所　
　　　　　　　　　　原告訴訟代理人弁護士　　　菰　田　　泰　隆
電　話　０９２－４３３－８７１１
ＦＡＸ　０９２－４３３－８７１２

〒●●●－●●●●　　　●県●市●区●町●丁目●－●
　　　　　　　　　　被　　　　　告　　　　●　●　　●　●

損害賠償等請求事件（交通事故）	Comment by 菰田泰隆: 損害賠償だけでなく、それに対する遅延損害金の請求もしているので、プラスαという趣旨で、「等」と付けます。
訴訟物の価額　　　金４１万２３１６円
貼用印紙額　　　金５０００円	Comment by 菰田泰隆: 印紙代は訴額（訴訟物の価額）によって決まります。
通常、訴訟提起するときは、印紙の他に郵券（切手）を納付します。この郵券代は、各裁判所によって異なるので、訴訟提起する裁判所受付に問い合わせ、何円切手を何枚納付すれば良いか、確認しましょう。

本件につき，少額訴訟による審理及び裁判を求める。	Comment by 菰田泰隆: 少額訴訟であることを明確にします。
原告が，御庁において，本年，少額訴訟による審理及び裁判を求める回数は１回目である。	Comment by 菰田泰隆: 少額訴訟が使えるのは、年に１０回までです。なので、今年何回目かを記載しないといけません。

請求の趣旨

１　被告は，原告に対し，金４１万２３１６円及びこれに対する平成２９年１月２８日から支払い済みまで年５分の割合による金員を支払え
２　訴訟費用は，被告の負担とする  
との判決並びに仮執行の宣言を求める。	Comment by 菰田泰隆: 判決だけでなく、仮執行宣言まで求めておかないと、第一審が終わっても、控訴されると強制執行ができなくなります。

請求の原因
１　事故の発生（甲１）	Comment by 菰田泰隆: 必ず証拠番号を引用します。
（１）事故発生日時　平成●年●月●日　午後●時●分ころ
（２）事故発生場所　●県●市●区●町●丁目●番●号先路上
（３）原告運転車両（以下，「原告車両」という。）（甲２）
普通乗用自動車（福岡●●●つ●●●●）
[bookmark: _GoBack]（４）被告運転車両（以下，「被告車両」という。）
普通乗用自動車（福岡●●●や●●●●）
（５）態様（甲３の１ないし甲３の３）
　　　原告が，原告車両で国道●●号線（以下，「本件道路」という。）を西へ走行中，自宅へ向かうため第二車線から右折専用車線へ車線変更したところ，被告車両が本件道路沿いに所在する●●の駐車場から原告走行車線を徐行することなく横断し，原告走行車線の反対車線へ進入しようとした際，原告車両へ衝突させ，原告車両の左後方部を損壊したものである（甲４）。
２　責任原因
（１）横断禁止（道路交通法２５条の２第１項）
　　　車両は，他の車両等の正常な交通を妨害するおそれがあるときは，道路外の施設若しくは場所に出入するための左折若しくは右折をし，横断し，転回し，又は後退してはならない（同法２５条の２第１項）。	Comment by 菰田泰隆: 条文に基づく話をする場合には、必ず条文を引用しましょう。
　　　被告は，●●の駐車場を出て，原告走行車線の反対車線へ進入するため，原告走行車線を横断していたところ，第二車線から右折専用車線へ移動する原告車両に衝突したものであるから，他の車両の正常な交通を妨害しており，同義務に違反している。
（２）小括
　　被告は，道路外から道路に進入するため右折する際，上記注意義務に違反して本件事故を惹起しているため，民法７０９条に基づき，原告に生じた損害を賠償すべき責任がある。
３　責任割合
本件交通事故類型は，別冊判例タイムズＮｏ.３８の２７９頁【１４７図】に該当し，基本的過失割合は，原告：被告＝２０：８０である。
もっとも，本件では，過失割合修正要素として，①事故現場である国道１１７号線は幹線道路であること（－５），②被告が徐行しなかったこと（－１０）が認められるため，原告：被告の過失割合は，５：９５である。
４　損害・因果関係
（１）修理費　金４０２，４３８円（甲５）	Comment by 菰田泰隆: 損害額が１円単位で確認できるだけの資料を必ず添付する。
（２）過失相殺後の損害額　金３８２，３１６円
（３）弁護士費用　金３０，０００円	Comment by 菰田泰隆: 弁護士費用は、「不法行為に基づく損害賠償請求」をするときには損害額に乗せることができます。これは、慣例で、損害額の１割とされており、１０００円未満は切り捨てることが通例です。
（４）損害額合計　金４１万２３１６円
５　結論	Comment by 菰田泰隆: この件は、事故態様の事実関係に争いがなく、発生した修理費にも争いがなく、過失割合だけが争点でした。そこについて、保険会社といくら協議を重ねても、落し所が作れず、もはや過失割合について裁判官の判断を仰ぐしか方法がないということになりましたので、訴訟提起をすることにしました。
しかし、事故態様に争いがなく、損害にも争いがなければ、もはや認識の違いは全くありません。そして、争点は過失割合だけであり、これは事実関係の問題ではなく、その事実関係を基礎にしたら、どの程度の過失を認めるべきかという評価の問題になります。
そこで、裁判官に過失割合をどう考えるべきかの意見をもらうだけで良かったので、１回で終わる少額訴訟を選択しました。
　よって，原告は，被告に対し，民法第７０９条に基づき損害賠償として，金４１万２３１６円及びこれに対する本件事故日である平成２９年１月２８日から支払い済みまで民法所定の年５分の割合による遅延損害金の支払いを求める。


証拠方法
１．甲第１号証		交通事故証明書
２．甲第２号証		自動車検査証
３．甲第３号証の１　　事故発生状況・原因確認書
４．甲第３号証の２　　事故発生状況図
５．甲第３号証の３　　事故現場写真
６．甲第４号証　　　　損傷部写真
７．甲第５号証		お見積書


附属書類
１．訴状副本　　　　　　　　　　　１通
２．甲各号証　　　　　　　　　　各２通
３．証拠説明書　　　　　　　　　　２通
４．訴訟委任状　　　　　　　　　　１通

以上

